






















                                                      
1 仏：Embouchure 字義は「～への入り口」の意味のフランス語だが、音楽では管楽
器を演奏するときの楽器をあてがう唇の形の意味で用いる(ポーター 1979:8)。 
2 英：Aperture 上下の唇の開き(ネルソン 2010:29)。 
3 調査期間：平成 28 年 6 月 4 日～平成 30 年 12 月 15 日  
回答者：フルートを学習中の中学生、高校生と大学生以上 
4 調査期間：平成 30 年 10 月 10 日～同 12 月 15 日 














   高音域でバズィング音がするのは、上唇に圧力がかかり
すぎているためである。アンブシュアは緊張させないよ
































生以上に分け、音域はフルートの低音・中音・高音域に分類し表 2 に記す。 
 
   表２         (単位：人) 
年齢 低音域 中音域 高音域
中高生 1 0 14







・唇の力みがある時         ・高音を大きな音量で出す時 
・唇が緊張している時        ・フルートを始め間もない頃 
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方法：①通常の奏法。     留意点：①アンブシュアを変化させない。 
    ②アパチュアを狭くする。    ②息圧を一定に保つ。 
－ 7 －











    ②アパチュアを変化させながら空気量を増加させる。 
 留意点：アパチュアを広げる際に上下の歯の隙間をわずかに開け 




































                                        
